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今
、
必
要
な
こ
と
」
を
、
町
民
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
町
全
体
で
考
え

て
行
き
た
い
と
い
う
町
の
考
え
を

お
伝
え
し
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
か
ら
頂
い
た
ご
意
見
や

ご
提
案
を
現
実
的
に
形
に
し
て
い

く
た
め
に
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
と

の
協
働
︵
＝
連
携
・
協
力
︶
が
不

可
欠
で
す
。

　
今
回
の
座
談
会
で
は
、
会
の
締

め
く
く
り
に
「
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
た
意
見
・
提
案
に
つ
い

て
」
と
い
う
用
紙
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
地
域
の
強

み
や
課
題
」「
ご
自
身
や
地
域
で

で
き
る
こ
と
・
や
ら
な
け
れ
ば
！

と
思
う
こ
と
」「
一
緒
に
汗
を
流

し
て
み
た
い
と
思
う
イ
ベ
ン
ト
」

な
ど
の
項
目
を
設
け
、
ま
ち
づ
く

り
へ
の
ヒ
ン
ト
を
お
寄
せ
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
用
紙
の
両
面
に
び
っ
し
り
と
思

い
の
丈
を
つ
づ
っ
て
下
さ
る
方
や
、

ユ
ニ
ー
ク
な
意
見
や
鋭
い
ご
提
案

も
あ
り
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
貴
重
な
ご
意
見
は
、

今
後
の
施
策
・
事
業
展
開
の
参
考

に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
お
忙

し
い
中
ご
参
加
下
さ
っ
た
皆
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
頂
い
た
ご

提
案
・
ご
質
問
に
つ
い
て
は
、
２

月
に
各
自
治
会
長
へ
回
答
さ
せ
て

い
た
だ
く
ほ
か
、
町
公
式
サ
イ
ト

に
も
掲
載
致
し
ま
す
。
今
後
の
町

の
施
策
や
事
業
の
推
進
に
お
い
て
、

参
考
と
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
参
加
者
の
方
か
ら
の
ご
提
案
や

質
問
に
対
し
て
、
そ
の
場
で
回
答

で
き
る
こ
と
は
、
で
き
る
限
り
町

長
や
担
当
課
長
か
ら
お
答
え
し
、

確
認
が
必
要
な
案
件
に
つ
い
て
は

持
ち
帰
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
本
紙
で
随
時
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
が
、
町
で
は
、
ま
ち
づ
く
り

の
ル
ー
ル
で
あ
る
自
治
基
本
条
例

の
制
定
に
向
け
て
、
こ
れ
ま
で
審

議
会
︵
計
16
回
︶
と
講
演
会
︵
計

２
回
︶
で
議
論
を
重
ね
、
平
成
30

年
度
か
ら
の
施
行
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
町
の
最
上
位
計
画
で
あ

る
「
総
合
計
画
」
は
、
平
成
31
年

度
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
に
向
け
て
、

第
６
次
計
画
を
策
定
中
で
す
。

　
座
談
会
で
は
、
そ
の
２
つ
の
取

り
組
み
の
重
要
性
を
改
め
て
ご
説

明
す
る
と
と
も
に
、「
町
の
将
来

の
夢
を
カ
タ
チ
に
す
る
た
め
に
、

　
４
回
目
の
開
催
と
な
る
今
回
は
、

前
半
に
町
長
か
ら
の
行
政
報
告
の

時
間
を
設
け
ま
し
た
。
現
在
、
町

が
特
に
重
視
す
る
施
策
や
事
業
に

つ
い
て
、
写
真
や
図
式
を
ス
ク

リ
ー
ン
に
投
影
し
、
視
覚
で
分
か

り
や
す
く
訴
え
る
説
明
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
甲
斐
が
あ
っ
て
の
こ

と
か
、
例
年
よ
り
も
多
く
の
方
か

ら
積
極
的
に
提
案
や
質
問
を
頂
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

●
全
15
項
目

や
ど
り
き
ヒ
ー
リ
ン
グ
ヴ
ィ
レ
ッ

ジ
／
有
害
獣
対
策
／
町
民
文
化
セ

ン
タ
ー
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
／
女

性
が
輝
き
活
躍
す
る
ま
ち
づ
く
り

／
町
営
住
宅
整
備
　
な
ど

　
ま
た
、
自
治
会
内
の
身
近
な
困

り
事
や
、
町
の
魅
力
創
出
に
関
す

る
ア
イ
デ
ア
な
ど
、
率
直
な
生
の

声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　昨年10月30日から11月30日までの約１か月間にわたって、町内15か所で
「町長と語ろう！夢をカタチに！協働のまちづくり座談会」を開催しました。
　各座談会場には、延べ169人の方にご参加いただき、限られた時間の中で
はありましたが、町民の皆さんから、貴重なご意見やご提案を直接頂くこ
とができました。誠にありがとうございました。

【問い合わせ】政策推進課�経営戦略係　☎（83）122215会場に169人の方が参加され、時には終了時間を超える
ほど、まちづくりについて真剣な議論が交わされました。

開催日 会　場 参加人数
10月30日（月） 沢尻地域集会施設 12 人
10月31日（火） かなん沢・中里地域集

会施設
5人

11月２日（木） 町屋地域集会施設 16 人
11月３日（金・祝）役場１ＡＢ会議室 7人
11月３日（金・祝）仲町屋地域集会施設 13 人
11月８日（水） 神山地域集会施設 9人
11月11日（土） 茶屋地域集会施設 25 人
11月11日（土） 城山地域集会施設 13 人
11月13日（月） 河内児童センター 12 人
11月15日（水） 湯の沢児童センター 9人
11月21日（火） 店屋場地域集会施設 19 人
11月22日（水） 萱沼地域集会施設 7人
11月24日（金） 宇津茂地域集会施設 6人
11月28日（火） 虫沢地域集会施設 9人
11月30日（木） 弥勒寺多目的集会施設 7人

合　計 169 人

意見提案などの概要（抜粋）

視
覚
に
訴
え
る
行
政
報
告

ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

自
治
基
本
条
例
と総

合
計
画

観光振興

　寄七つ星ドッグラン
は、広報不足ではない
か。自治会で行く機会
を作ったりして、寄に
そういう施設があるこ
とを知ってもらうのは
どうか。

災害対策

　川音川は草木が繁茂し
ており、先の台風などの
際には水量が多く、河川
の氾濫の原因となりかね
ないため、対応されたい。

　住民の防災意識を上げ
る取り組みが必要なの
で、耐震診断の必要性を
お知らせするダイレクト
メールや、対応にどれく
らいの費用が必要かにつ
いて周知していったらど
うか。

まちづくり

　駅前に待合所が欲しい。空き店舗を利
用できないのか。わざわざ上病院に行っ
ていたり、新松田駅構内の待合所にいた
りして時間調整している人もいる。

　本地区では、歩行喫煙による受動喫煙
被害が問題となっている。トラブルや火
災などの懸念があるため、歩行喫煙防止
エリアの設定などを検討したらどうか。

　空き家の庭木が繁茂しているので、毎
年担当にお願いしている。条例で規制す
ることはできないか。

有害鳥獣対策

　シカやイノシシ対策は
町と地域で行っている
が、ヤマビルは、住民だ
けではどうしようもな
い。大学や製薬会社とタ
イアップするか、上郡全
体で取り組むなどして実
施してもらいたい。

子育て施策・教育

　子どもの館の今後をど
う考えるか？松田の子ど
もは殆ど来ないので、ア
クセスに工夫をしてほし
い。子どもの文化に力を
入れてほしい。

広報について

　町のホームページ
は、知りたい情報まで
の階層が深いため、利
用しにくいし、慣れな
い人には不親切であ
る。

「協働のまちづくり座談会」を開催しました!
町長と語ろう! 夢をカタチに!第４回

行
政
報
告
の
主
な
内
容
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広
域
化
と
は

　
こ
れ
ま
で
国
民
健
康
保
険
は
市

町
村
が
運
営
し
て
き
ま
し
た
が
、

今
後
は
神
奈
川
県
が
加
わ
り
、
市

町
村
と
と
も
に
運
営
し
ま
す
。

　
な
ぜ
広
域
化
す
る
の
？

　
現
在
の
国
民
保
険
制
度
は
さ
ま

ざ
ま
な
「
課
題
」
を
抱
え
て
お
り
、

今
回
の
制
度
改
革
は
そ
の
解
決
の

た
め
に
行
わ
れ
ま
す
。

●
課
題
１

　
平
均
年
齢
が
高
く
、
一
人
当
た

り
の
医
療
費
が
高
い

　
加
入
者
に
高
齢
者
が
多
く
、
高

齢
者
医
療
の
必
要
度
が
高
い
傾
向

に
あ
る
た
め
一
人
当
た
り
の
医
療

費
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

【
加
入
者
の
平
均
年
齢
】　

　
市
町
村
国
保
51
・
５
歳
、
協
会

け
ん
ぽ
36
・
７
歳
、
健
保
組
合
34
・

４
歳

【
65
歳
か
ら
75
歳
未
満
の
高
齢
者

割
合
】

　
市
町
村
国
保
37
・
８
％
、
協
会

け
ん
ぽ
６
・
０
％
、
健
保
組
合
３
・

０
％

【
加
入
者
一
人
当
た
り
医
療
費
】　

　
市
町
村
国
保
33
・
３
万
円
、
協

会
け
ん
ぽ
16
・
７
万
円
、
健
保
組

合
14
・
９
万
円

●
課
題
２

　
所
得
水
準
が
低
く
、
保
険
料
税

負
担
は
限
界
に

　
加
入
者
に
低
所
得
者
が
多
く
、

保
険
料
税
負
担
は
限
界
と
な
っ
て

い
ま
す
。

【
加
入
者
一
人
当
た
り
の
所
得
】　

　
市
町
村
国
保
86
万
円
、
協
会
け

ん
ぽ
１
４
２
万
円
、
健
保
組
合
２

０
７
万
円

【
所
得
に
占
め
る
保
険
料
税
負
担

割
合
】　

　
市
町
村
国
保
９
・
８
％
、
協
会

け
ん
ぽ
７
・
５
％
、
健
保
組
合
５
・

７
％

●
課
題
３

　
財
政
リ
ス
ク
が
高
い
小
規
模
保

険
者
が
存
在

　
財
政
規
模
の
小
さ
な
市
町
村
で

は
、
突
発
的
な
医
療
費
負
担
増
に

応
じ
ら
れ
な
い
不
安
定
な
財
政
運

営
と
な
っ
て
い
ま
す
。
全
国
１
７

１
６
市
町
村
の
う
ち
、
加
入
者
数

が
３
０
０
０
人
未
満
の
小
規
模
保

険
者
は
４
５
８
市
町
村
。
実
に
全

市
町
村
の
１
／
４
を
占
め
て
い
ま

す
。
松
田
町
も
そ
の
１
つ
に
な
っ

て
い
ま
す（
数
字
は
平
成
26
年
度

の
全
国
実
績
）。

こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
…

市
町
村
国
保
財
政
の
安
定
化
を

図
る
た
め
の
制
度
改
革

Ⅰ
　 

国
は
国
保
へ
総
額
３
４
０

０
億
円
の
新
た
な
財
政
支

援
を
実
施

Ⅱ
　 

都
道
府
県
が
国
保
の
財
政

運
営
主
体
と
し
て
加
わ
る

安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る

国
民
皆
保
険
制
度
の
維
持
を
め

ざ
し
ま
す

１．改革の背景 ２．改革の方向性

都道府県の主な役割 市町村の主な役割

１. 財政運営
財政運営の責任主体
・市町村ごとの国保事業費納付金を決定
・財政安定化基金の設置・運営

・国保事業費納付金を都道府県に納付

２. 資格管理 国保運営方針に基づき、事務の効率化、標準化、
広域化を推進　　　　　　　　　　※３と４も同様

・ 地域住民と身近な関係の中、資格を管理（被保
険者証などの発行）

３. 保険料税の決定
 　 賦課・徴収

・ 標準的な算定方法などにより、市町村ごとの標準
保険料率を算定・公表

・標準保険料率などを参考に保険料税率を決定
・個々の事情に応じた賦課・徴収

４. 保険給付 ・給付に必要な費用を全額、 市町村に対して支払い
・市町村が行った保険給付の点検

・保険給付の決定、支給
・個々の事情に応じた窓口負担減免など

５. 保健事業 ・市町村に対し、必要な助言 ･支援 ・ 被保険者の特性に応じたきめ細かい保健事業を
実施（特定検診・保健指導など）

○増大する医療費　約42兆円（毎年約１兆円増加）
H27国民医療費 … 前年比約1.6兆円（＋3.8％）
①人口の減 … 約0.04兆円（－0.1％）
②人口の高齢化 … 　約0.4兆円（ 1.0％）
③その他 … 約1.2兆円（ 2.9％）

○少子高齢化の進展による現役世代の負担増
給付費 … 後期高齢者は若者の約５倍

○国民健康保険の構造的な課題への対応

・国の財政支援の拡充
・都道府県が、国保の運営に
　中心的役割を果たす

【現行】   市町村が個別に運営 【改革後】   都道府県が財政運営責任を担うなど中心的役割

都道府県

以下により､ 国民皆保険を将来にわたって堅持
①医療保険制度の安定化 （国保、被用者保険）
②世代間・世代内の負担の公平化
③医療費の適正化
　・ 病床機能の分化・連携、入院医療の適正化、

地域包括ケアの推進
　・予防・健康づくりの推進、ＩＣＴの活用
　・後発医薬品の使用促進

市町村
市町村

市町村
市町村

市町村
市町村

国
民
健
康
保
険
が
広
域
化
さ
れ
ま
す国保運営方針

（県内の統一的方針）

【
問
い
合
わ
せ
】　
町
民
課
　
国
保
年
金
係
　
☎（
83
）１
２
２
５

広告

４
階
建
て
の
松
田
町
役
場
庁
舎
に
お
い
て
、
町
長
室
が
あ
る
の
は
何
階
で
し
ょ
う
か（
答
え
は
次
号
）。

①
１
階
　
②
２
階
　
③
３
階
　
④
４
階

《 

挑
戦
！
ま
つ
だ
マ
イ
ス
タ
ー
検
定 

》

「個人番号カード」（マイナンバーカード）は、
申請により、初回は無料で交付されます

　マイナンバー制度についてのお問い合わせは、次のフリーダイヤル
へおかけください。「通知カード」「マイナンバーカード」に関するこ
とや、その他マイナンバー制度に関するお問い合わせにお答えします。

都道府県が市町村ごとに決定した
国保事業費納付金（※）を市町村が納付
※市町村ごとの医療費水準、所得水準を考慮

給付費に必要な費用を全額、
市町村に支払う（交付金の交付）

【問い合わせ】　町民課　窓口サービス係　☎（83）1225

平　日　午前９時30分～午後８時
土日祝　午前９時30分～午後５時30分（年末年始を除く）

マイナンバー総合フリーダイヤル　8 0120-95-0
マ
1
イ
7
ナン
8
バー

公式サイト

平成30年平成30年
４月から４月から

医療保険制度改革の背景と方向性


